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と
あ
っ
た
v

ノ」は
λ

計
約
未
そ
れ
日
休
の
欠
陥
と
は
な
い

と
判
寸
断
さ
う
れ
に
ど
台
。

第
二
の
限
仇
の
刈
断
幕
世
と
し
て
の
一
次
り
保
証
さ
れ
k
性
状
一
2
5
2与
c
号

T
L
5
5
F空
会
備
え
て
い
な
い
こ
乙
乙
は
、
日
収
え

ド十，ti子買が，；J；山山凶7ごとr立＇Cl札

, ,, 
"' 
下三

'" 
iザE
:J仁、
'?: 
J詰
;{_ 

、ー

ユ屯
ム

" 

'" f( 
片品市，，、

い i当
ι 」、
判
不十一
さ聞
すも に
でこムGわ
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ば
、
へ
杭
也
」
ば
J

ご
り
ろ
～
ム
7
む）

欠
陥
に
け
主
門
な
い
可
先
例
と
し
て
、
ク
リ
l
一
ン
グ
？
れ
の
よ
刈
一
け
の
予
測
が
こ
れ
pi
－
－
り
た
ゐ
と
さ
れ
た
も
の

、

て、
1

氾
卜
ナ
一
の
セ
一
げ
市
f

収
リ
沿
に
ぺ
い
こ
の
γ

小
実
表
ぶ
は
こ
れ
に
当
に
ら
と
い
弁
寸
茂
i辛
ρι
行－叫此（り山日凡以に
h

叫
い
て

う
じ
じ
予
J
b
k
J

人
ノ
印
ヂ
一
コ
、
f

、

じ
一

r

l

？
1
、U
L一
L
F

の
杭
ハ
引
で
あ
7
匂

一
第
一
の
川
市
抗
ハ
ノ
1
M凶
荒
注
ニ
し
て
の

w

」
れ
に
汁
し

ス
る
f
冗

r

げ
に
ワ
い
て
心
不
実
表
一
半
が
為
っ
た
と
し
て
も

句
ご
し
て
ふ
一
り
政
疫
の
判
断
基
準
の
い
ず
れ
7V

" 

一
月
収
一
叶
さ
れ
汗
位
以
吉
備
、
三
ぺ
t

な
ど
一
と
〔
一
羽
〕
）

b
f

満
た
「
こ
と
に

よ
っ
て
ゆ

ω

｛日常｝一
HHE
去
ご
が
4
4
4る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、
山
収
仇
担
保
責
任
T
／
し
て
、
解
除
p

人
ば
代
’
t
減
額
が
買
王
に
認
め

ら
れ
た
一
川
町
六
条
三
J
ヨ
し
、
そ

1王i
0) 

（
山
山
計
士
：
れ
三
江
伏
を
筒
メ
て
い
ヘ
巴
い
与
、
戸
、
で
あ
る
L
Y

き
は

ふ
ム
リ
に
出
え
て

損
害
貼
信
JT
も
請
求
で
き
る
の
で
あ
っ
た

レ
ド
ル
ハ
一
条



-" 
＂~－ 

川六
r札
締
結
太
州
、
守
一
矢

ャデ

し

t点、

過
去
の
戸
川
戸
げ
や
収
拾
に
つ
い
て
の
不
実
上
れ
一
小
j
J
山
干
乾
／

は
、
伝
作
↓
は
ど
の
よ
う
に
引
刊
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
〔

れ
（主
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ι 
日川

判
例
r

契
約
締
結
」
の
辺
小
へ
の
一
つ
J
し
こ
許
罰
さ
れ

つ
ま

η
、
不
実
表
不
と
い
う
売
王
の
泡
吐
よ
れ

明
文
の
な
い

入
山
中
」
埋
山
に
、
民
十
丁
に
制
宝
口
市
爪
凶
戸
川
芯
小
中
小
比
怖
が
認
め
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
し
ぶ
し
て
、
ふ
一
の
損
中
恋
償
請
求
棺
の
期
間
制
限
は
、

』
の
計
滅
時
効
期
悶
に
印
刷
し
勺
（
況
九
す
長
ー
す
る
L

ハ月（
U
来
期
活
滅
時
効
期
間

44川
間

vdF

二川市
A
T
る
じ
い
門
正
責

7
1
l
j
J
f
一

出
相
川
七
七
条

任
よ
り
も
一
ん
土
の
号
支
任
は
基
く
な
る
、
と
し
ミ
ノ
ナ
ヰ
思
を
パ
7ν
さ
汁

E
Lい
た
の
で
あ
る

の
と
、
古
つ
令
系
買
収
は
、

山
胤
抗
が
あ
れ
ば
担
保
亘
伴
、
引
、

九
人
口
約
締
結
ー
の
沿
い
へ
玄
粁
古
宇
じ
る
、
こ
区
別
さ
れ
て
き
し
に
の
で
あ
る
、

旧
法

rι
お
い
し
は
、

そ
う
で
な
け
れ
ば

川
一
円
五
夫
九
午
、
一
川
県
門
仁

そ
う
J
i
Q
f
）
結
果
的
に
、
次
の
サ
つ
な
事
能
八
が
生
じ
F

～
。
つ
ま
り
、
企
業
買
収
で
は
、
取
庇
の

1
断
装
準
が
絞
？
，
、
な
り
＋
川
、
i
け
限

抗
川
刊
紙
青
山
川
け
の
生
じ
る
範
匹
が
狭
点
、
日
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
契
約
給
付
！
の
間
以
失
責
任
が
l
じ
作
る
領
域
は
1

川
山
が
り
、
で
の
結
来
、
＋
川
、
十

c
h
uウ
7
責
作
は
置
く
な

Jた
の
で
あ
る
U

こ
れ
が
典
型
JU
に
現
れ
た
の
が
、
完
一
け
，
収
益
に
つ
い
と
の
不
定
友
引
の
許
備
に
お
レ
て

、、

ヘ
本
来
刊
に
j
之
J

刈
先
証
が
で
き
る
は
ず
の
ぼ
い
将
来
の
十
百
人
け
や
山
川
沿
に
つ
い
て
の
不
女
点
お
は
、
そ
、
れ
が

、、

ヘ木宅
f

冗
」
門
下
呉
川
什
ど
仏
円
ハ
フ
ペ
き
一
過
J
A
（U
F
，ん〕げ

つ
斗
ロ
h
円、

ヰ＇ ｛＇（、vさ
![{ 議士、 Ji; 
~＇；さ J
F、こまl Jこ
てJ レこ
L、和j
ーと ふ子、
~ -r 
"-' ~ 不、
実 J1!
主主 !!-' ／へ
ノj、店L
f::O 1二
、Tと
7民、＊
j夜、じ
さに

L二 1＞』
なえ
し、ヘ
レ Ill

きT
：！＇.主
可

一明一（山♂に
fF4
し
て
、

。
小
だ
哀
一
ボ
ρ
な
け
れ
ば
と
の
買
収
古
ん
約
は
部
叫
肘
引
き
れ
ゆ
か
ノ
た

二
泊
尖
さ
え
あ
れ
ば
川
人
約
締
紙
上
の
過
失
と
し
て
重
い
安
門
L
を
生
r

吾
ふ
た
の
で
町
一
る
し
か
y
R
実
務
い

過
失
C
J汁
r
止
が
v

内
定
さ
れ
た
売
一
予
旬
、
巴
ρ
六
日
説
法
人

ρ
、
ζ

h
め
に
契
約
給
付
炉
ト
の
過
失
責
日
い
い
が
内
定
さ
れ
に
政
判
例

U
 

は
勾
く
ら
の
け
唱
し
は
ま

r
i寸
顕
告
に
、
ま
す
ま
す
よ
究
で
の
主
任
は
主
く
な
ハ
て
い
た
の
で
あ
る

お
ハ
て
ば

／コ



四

支
務

し
か
し
、
企
業

H
収
実
及
川
に
お
い
て
、
む
に
述
べ
え
刑
判
疲
桁
ト
バ
ペ
賞
作
や
契
約
締
結
一
一
の
過
失
責
杯
、

、、

つ
三
り
は
法
定
支
亡
が
そ
の
ま

三
発
点
汁
し
、
そ
れ
が
川
町
民
と
さ
れ
る
こ
J
は
日
間
で
ふ
の
つ

le,~ -

つ lバ
サ去
h; :'. 

」

ヒJ

で及,. ' どの U、

るよ2（~i 
代ヰ1
H 
f!!; 

ト
d 

る
=・ rt 

ν

む
し
ろ
、
仕
業
H
収
実
筏
に
汀
い
て
は
、

つ
の
段
批
判
て
史
的
内
存
一
ご
？
？
っ
4
7
〕
る
約
I
T
c
」
汽
佳
一
、
そ
が
決
め

T
U

一
相
当
の
注
意
さ
弓

と
い
う

つ
ま
り
、
売
買
の
け
門
的
允
る
企
業
（
U
付
間
報
提
供
に
つ
い
て
仏
わ
れ
る
べ
き
完
、
一
下
の
注
意
が
右
の
相
当
心
、
け

、、

三
で
あ
一
り
、
」
れ
市
’
し
い
わ
ば
介
、
一
ぃ
ー
の
責
任
の

l
阪
を
定
め
、
そ
の
、
日
芝
、
？
む
わ
れ
な
か
っ
丈
功
ム
ロ
心
責
任
L
Y

し
て
特
約
に
、
。
る
責
任

、、

が
い
ね
ば
光
、
こ
の
責
任
の
上
院
を
定
め
て
レ
た
の
で
あ
る

J
〕常は
μ人
約
の
併
泊
以
人
口
口
さ
れ
な

第

一新一
μ
に
お
い
℃
の
変
化

机
J
U

ド十，ti子買が，；J；山山凶7ごとr立＇Cl札

つ
つ
年
の
債
務
法
改
d
に
よ
っ
て
、

仕
業
日
収
に
お
げ
る
完
ー
の
担
保
責
任
の
状
刈
は
、
ど
う
変
化
し
に
の
だ
ろ
う
か
c

〈

U
R午
改
正
法
に
よ
二
九

川
日
直
四
条
が
川
一
改
正
さ
、
れ
C
い
る
た
め
に
、

現
町
内
山
の
状
刈
は
、
債
務
法
改
庁
山
淡
の
状
討
と
は
ま
た
兵

一
日
心

H
C
判
例
も
存
立
ー
し
と
い
た
め
、
仏
況
は
流
効
的
以
ま
ま

な
る
わ
中
i
時
は
、

っ
た
と
一
μ
、
え
よ
、
つ
れ
流
動
的
で
は
あ
っ
た

げ
に
れ
ど
も
、

学
説
以
況
は
紋
ね
次
C
E
F
つ
7dqto
心
て
お
っ
す
7
、
と
り
払
と
し
て

F

」、

は
、
ょ
に
÷
丁
の
恒
似
主
任
と
し
て
の
よ
仏
作
効
果
を
定
め
る
一
札
定
は
、
ふ
の
伐
と
ん
と
が
、

3
1
j
J
 

Z
j
t

と

ぬ
給
付
路
市
γ

わ
J
1一
て
は
沼
治
土
佐
行
に
息
子
竺
の
ほ
定
、
中
準
惜
し
て
い

一

J
V
I
I
I

、

ァ内

L
γ
q
J
L
K

新
決
で
は
、
売
i

土
は
山
町
山
に
な
き
目
的
物

珂

条
主
役
向
日
一
仁
そ
の
た
め
に
、
政
仇
あ
る
［
忙
し
的
幼d
の
h
h
ド
い
い
は
桁
代
防
い
で

一
昨
必
怖
い
い
い
し
な
け
れ
ば
な
ら
＆
い
こ
と
に
出
来
す
る

、MT持
γ

今
夕
刊
｝

J
な
る
か
ら

「
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こ
の
改
正
い
か
も
人
ら
す
円
前
結
と
し
て
、

次
の
変
化
が
止
じ
た
一
従
来
、
担
保
責
任
と
し
と
援
常
賠
償
が
認
め
ら
れ
る
’
に
ル
に
は
、
川
出

一叶
3
れ
わ
れ
性
状

旧
問
ー
ハ
二
九
れ

ハ～

r対
し
て
、
今
や
、
殺
批
判
M

お
り

て
い
た
い
と
し
〈
が
必
安
C
あ
っ
た

川
川
川
斗
九
条
一
同
川
1

ι 
日川

さ
え
す
れ
ば
照
合
結
伯
芯
ぷ
が
可
能
ー
と
な
っ
た
の
で
忘
る
ヘ
凶

lh栄
一
空
し
か
も
、
得
減
時
効
期
間
が
六
月
（
旧
同
l
t条

山呪J

’炉、つ二
k

反
↓

2
に
す
一
ぽ
き
れ
に
こ
と
も
？
人
ぎ
な
変
化
で
為
る

凶
一
一
九
条

他
方
、
契
約
凶
作
H
K
上
心
過
失
の
安
打
効
京
ι

つ
い
て
の
i
へ
き
白
変
史
は
な
い
v

喉

の
－
ヰ
手
へ
ん
百
変
更
点
は

計
滅
時
効
期
間
の
変
更

で
あ
る
）
一
一
十

4
川

ーλ
いい一久士

日
仏
大
仰
に
短
縮
さ
れ
る
一
、
、
と
に
な
っ
た
じ

か
ム
J

一

τ午

九
十
日
宋
｝

Aι
穴
川
ハ
円
以
肉
体
に
問
、
ノ
て
は
、

新
法
に
お
い
て
も
や
は
り
、

は
、
民
法
帆
ハ
d

の
Eh注
と
な
う
て
い
ゐ
わ
け
で
け
な
い
い
、
｝

か
し
、
旧
日
以
γ
こ
は
m
到
な
わ
、
紛
の
服
批
に
つ
い
し
の
胤
’
況
は
そ
の
他
の
日
的
｛
7
5
3ぬ
L
u
a
2
5
6子
J

一
に
も
円
尽
さ
れ
る
こ
乙
炉
問

一
ぶ
さ
れ
た
一
い
万
一
一
条
今
戸
ご
に
止
に
、
担
保
責
仔
内
規
定
の
企
業
費
以
へ
り
刷
用
が
明
ぶ
さ
れ
る
こ

r
r
は
っ
～
。

企
業
買
収
に
お
い
て
問
題
ζ

は
る
完
i
げ
・
収
刊
の
似
一
刊
に
つ
い
て
は
、
次
の
歪
り
の
取
り
扱
い
ζ

沿
っ
た
U

ヘ
ノ
ま
れ
、

肘
判
ホ
小
に
つ

冷
什
仏
一
巳
お
斤
凶
拐
さ
己

川
泣
で
は
削
同
一
世
一
N
f
g
ハ］

H
R
r
E
E
が
丸
円
亡
は
じ
め
て
初
出
得
心
貝
汗
が
止

U
崎
市
訂
正
と
レ
ト
つ
出
直
土
九
条
一
墳
が
川
い
〈
J

ば
つ
に
た
め
に
、
将
来
に
つ
い
て
の
保
証
は
｜
｜
従
本
以
内
山
一
J
さ
れ
た

い
て
の
保
証
に
哲
一
し
て
は

ヘ
ノ
ア
一
↓
ゴ
一
主
、
ド
ト
F
J
H

、々ふ
4
明

d

』
士

1
F
4
V
E
I
l
u

性
状

2
2
5
T
H一
工
片
言
宗
一
一
三
と
J
J
L
取
IO
日
明
れ
れ
て
き
た
と
こ
勺

一p判
ふ
い
て
は

出

条
む
口
的
〔
吻

次
に
刊
へ
る

件
費
一
ご
ま
与
え
「
乙
一
古
こ

仙
叫
ん
、
品
去
刀
先
i
げ
又
己
反
訴

十
四
時
内
に
口
、
む
権
利
一
h

…
ピ
キ
じ
さ
せ
る
ご
と
に

に〉
U

て
の
vi

小
女
友
不
は
、
川
旧
叫
し
川
、
プ
＼
い
引
九
州
一
掃
他
行
1
1
0
治
主
L

た
Q

J

策
問
問
一
一
復
元
？
γ

一
一
丸
投
び
川
司
炉
心
保
一
一
寸
〕

山
川
十

λ
J
U日
用
者
が
、
目
的
物

川正文一三「
2
7
2

、
r入
は
目
的
初
日
斗
定
の
印
刷
～
問

持（芦

c
h」？
h
F
乞
憶
え
る
こ
じ

ヘ
耐
河
川
」
J

己
2
2
4－
局
、
を
引
き
2
げ
る
場
八
口
戸
、
は
、
以
一
日
一
心
〆
エ
は
、
民
主
民
、
決
f
一一γ
一山ぷ権

に
か
力
わ
ら
ず
、
州
市
一
よ
か
ら
よ
ド
勺
捷
利
乞
保
寸
一
小
山

川
口
【

投八一泣いレ
7

て
の
ハ
口
に
お
い
と
れ
引
1

二
l

名
、
件
で
、
保
定
か
」
引
も
〈
二
日 良

川

丁
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W

伝子山村
L
、
行
川
山
f
j
7
Y
L

乙
引
で
き
る
U

［

］

制
応
、

の
相
似
責
任
、
ニ
①
契
約
給
品
L
L

の泊先ム一一

h
u
c
の
新
人
ム
ロ
わ
せ
に

新
作
に
お
い
て
北
川
法
に
お
い
て
1

一

ょ
う
て
解
決
さ
れ
る
、
｝
こ
に
は
る
ハ
し
か
じ
よ
宍
務
ピ
お
い
て
は
、
川
作
に
お
い
と
こ
河
内
川
、

相
は
の
注
す
E

P
一
互
に
】
主
E
t
t
及

主
片
付
へ
と
い
h
7
一
つ
の
没
除
い
で
の
ぞ
約
刈
一
存
か
引
く
め
一
1
2
な
る
J
J

氏
、
土
心
法
定
責
日
乙

L
て
の
こ
っ
心
位
九
ム
ロ
わ

せ
か
弓
て

ι吉
区
小
山
形
で
士
川
、
心
責
刊
と
L
E残
る
、
ア
こ
は
、
ま
ず
な
レ
と
一
口
っ
と
よ
し

を
の
意
味
で
も
、
仕
業
買
収
に
改
正
法
が
ぷ

ほ
し
て
い
司
る
影
響
は
v

一
く
小
さ
い
の
で
あ
る
U

四
回
出
条

j

i

｝
が
》
、

〉
ご
メ
J
L
J

川
川
同
条
J

／
」
巡
る
論
争
に
よ
っ
て
、

？
の
七
が
も
改
一
片
山
手
引
’
中
止
一
以
同
収
に
よ
一
台
、
hu
影
響
を
吐
）
川
、

frー
か
の
如
き
山
市
本
が
与

ド十，ti子買が，；J；山山凶7ごとr立＇Cl札

え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
P

汁
ノ
れ
ど
b

K

4

ツ
（
山
守
説
決
刊
を
全
体
と
し
て
見
れ
ば
、
注
っ
11
引
象
、

つ
ま
り
川
四
四
条
を
巡
る
議
論

は
ト
へ
き
ま
問
泡
と
は
た
い

ー
／
い
》
印
象
包
私
ば
パ
ス
げ
る
の
と
あ
る
い

C
O
二
守
改
1

川
区
役
の
阿
凶
四
条
は
い
ス
の
よ
う
な
体
ふ
で

ら

ヲ

こ
D
I
l
l
i－
－

B

7

 

、
、
、
、
、
、

1

元
、
が
出
川
況
を
惑
ロ
で
以
引
に
～
～
、
え
に
日
山
物
｛
パ
ヴ
性
円
以
、
ご
2
7…と
E
γ
Z
J

、

、

（
是
認
可
｝
？
主
か
」
什

高
山
改
正
荷
第
四
四
回
条
｛
免
責
｝

2
2
F）、
1
1

ば
、
出
抗
u
あ
る
と
き
の
J
i

三
下
JJ
枠
利
日
斗

な
い
と
す
る
λ
は
制
限
を
一
え
け
る
E
r
J
ム
之
さ
や
」
抜

す
る
こ
〉
が
て
i
h
v

ない

新
ナ
、
の
こ
の
条
文
は
、
川
法
の
次
の

一
つ
の
品
川
又

（臥y、記、了J,., 13・1 9) 11日7、＇00ふ.11.1
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旧
第
四
国
三
条

ハ

m
m川
慌
る
悪
戸
山
亡
以
秘
し
た
げ
き
は
e

第
同
一
件
ぷ
ひ
っ
第
同
一
七
条
三
C
及
び
市
内

h
八
仏
心
か
ら
叩
同
同
／
量
一
で

の
規
定
ァ

の
十
元
王
の
山
知
久
午
人
戸
川
じ
マ

f」
九

7
1
r
M
制
限
ケ
ソ
匂
ノ
J
E
J一
知
効
で
あ
る

ι 
日川

把
第
羽
七
一
ハ
条

H
t

が
取
÷
k
bゲ一
F
t
H
I
L
U
m
秘

L
～
ζ

一みでは

小
V
3
1
7

の
阿
保
口
付
日
か
じ
さ
礼
民
い
え
は
山
川
浪

F
る

〈
什
い
思
は
州
、
切
で
あ
る

｛
い
い
訂
さ
れ
た
刊
状
（
U
貢
仔
｝
！
士
山
員
、
前
負
r人
民
物
品
伊
川
沿
い
μ
人
約
に
一
山
い
ザ
、
い
ん
？
仏
川
府
間

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

ハ
条
、
市
内
人
口
来
又
は
宮
沢
！
っ
す
か
次
nw「犯
ITに
よ
る
保
一
J
ミ
’
れ
た
性
J
H

｝
一
備
、
化
な
ト
ご

L
Y忠
市
川
ペ
ノ
る
約
五
同
店
お
に
汁
ト
一
る
山
由

旧
普
通
契
約
約
款
法
規
罰
法
第

k 
フFを

ラテ

害
児
尚
一
両
求
桂
、
ど
斗
じ
さ
せ
な
い
え
ば
制
限
す
る
、
背
泊
J

大
約
約
武
中
の
－
丸
定
は
黒
川
切
と
あ
ん
）
」

た
り
月
り
、

長
ζ

比
校
L
K｜
｜
品
詞
さ
れ
た
性
状
を
備
、
t
な

川
直
河
一
条
e

川
河
七
六
全
は
｜
｜
日
台
民
J
ナ
ゲ
れ
枇
『
司
法
切
川
別
法
忠
一

い
と
も
ご
に
つ
い
て
の
弓
及
が
は
い
。
け
’
v
れ
ど
J
h
u
、
日
リ
ザ
ヤ
｝
～

L
戸、、

主
や
I
t
r
d
’才

V

似引
H
3れ
た
性
状
や
備
え
日
い

ζ
Fに
も
ま
～
免
責
心
合
意
は
認

め
、
い
り
、
れ
と

1
Z
F

ト
－
の

つ
ま
れ
、
川
法
に
お
唱
て
況
に
、
保
証
、
〈
れ

r常
状
に
つ
い
ヨ
て
売
、
し
は
責
任
主
免
れ
る
こ
と
か
で

、、

条
の
町
八
f

メ
心
山
叩
判
定
心
部

さ
な
か
っ
た
の

f
為
る
c

そ
の
烹
味
で
は
、

川
崎
一
市
一
条
は
改
止
に
よ
っ
て
、
普
い
町
一
均
約
MWLB攻
法
山
胤
引
法
治

元
を
見
出
典
に
も
及
ぼ
す
と
い
弓
白
山
花
が
あ
っ
と
の

つ
士
、
り
、
免
支
の
ん

I
Eが
加
…
劾
で
み
る
と
い
う
一
と
は
、

十三
L
h以
詰

し
と
お
き
な
が
ら
位
i
z
r
L
そ
れ
を
免
責
す
る

2
い
う
矛
泊
し
て
合
意
は
伝
律
一
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
勺
丈
り
前
の
と
と
が
一
以
わ
れ
て

い
る
に
過
ぎ
之
い
の
沼
か
、
り
i
p
A
攻
す
れ
ば
、

災
ご
、

イ
7

1

位
決
に
つ
い
て
の
似
一
訟
が
っ
初
伊
ら
制
限
さ
れ
に

mlで
八
汗
玄
さ
れ
に
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
弘
前
v

日
約
（
U
除
引
に
い
七
げ
か
つ
て
、

（
証
…
白
川
ソ
認
で
は
な
ど

U
J

設
さ
い
い
た
保
守
【
が
コ
の
ま
ま
認
め
ら
れ
る
の

例
え
ば

一
方
で
四
一
以

E
的
の
4
4宋
の

ー
将
来
の
午
問
先
卜
高
は

ih『
l
H
コ
i
い

ζ
保
計
一
川
山
一
条
一
し
つ
つ

的

h
で
、
松
に
岩
山
卜
！
一
門
が

tu

刀

7
7
hい
に
及
ば
白
く
て
も
、
二
刀
ユ
ロ
ま
で
し
か
貼
信
玄
任
を
災
い
主
L

叫
ん
」
と
〈
い
戸
刊
し
げ
に
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レ
た
と
句
ど
l
よ
h

勺
に
こ
の
企
業
円
円
以
古
九
十
体
と
し
て
見
、
れ
回
、
先
干
の
川
明
日
訓
一
日
江
の
上
限
～
ば
、
当
祝
か
ら
一
万
コ

l
u
に
制

限
さ
れ
こ
い
た
、
一
と
に
な
る
〔
ぺ
ま

η
、
川
一
判
何
条
は
、
耐
用
き
れ
ば
い
の
♂
で
み
？
G
F

要
す
る
に
、
契
約
の
解
釈
が
決
定
的
に
重
山
久
と
な

句
ご
う
す
る
と
、

μ人約（
U
解
釈
に
呆
つ
い
て
灯
私
さ
れ
に
売
王
の
立
が
、
り
山
内
容
が
問
問
凶
条
の
十
円
J
F

什
に
よ
っ
て
終
王
き
れ
る
、
す
h
h
わ

、
、
、
、

ち
、
四
回
凶
丸
小
川
hd
佐
官
h
〈

U
似
一
此
に
つ
い
て
強
行
沃
規
と
い
て
り
効
ハ
バ
ー
と
右
「
る
湯
山
と
い
つ
の
は
稀
で
あ
る
こ
と
に
せ
匂
つ
あ
る
と
し

て
も
、
そ
れ
は
、
性
質
の
保
一
両
の
ん
け
立
と
は
別
個
に
岩
通
契
約
款
組
似
の
方
法
に
工
っ
て
保
一
仕
を
制
限
す
る
ム
円
玄
が
な
さ
れ
る
は
吻
合
に

限｛
U
さ
れ
る
c

与、
J
V

て
、
間
凶
凶
灸
に
つ
い
て
の
こ
の
解
釈
が
改
め
て

で
北
町
（
J

か
に
さ
れ
た
の
で
あ
一
つ

「
連
邦
法
務
、
世
刊
の
民
法
第
凶
川
同
条
に
コ
い
て
の
パ
辛
札
決
三
」

一
門
的
物
心
性
質
U
w
m
一J止
を
引
き
交
付
た
と
き
は

3
5）1
乙
い
う
丈
一
三
ぺ

、
、
、
、
、

一ヨ
ι
出
物
の
性
貨
の
保
一
副
を
川
引
き
受
け
た
〆
｝
き
は

3
5）
そ
の
限
り
で

こ
れ
中
条
九
人
の
解
釈
と
い
h

つ
視
庁
か
ら
一
丸
る
；
ぺ

5
5
ヰ）
1

／
dt小
解
釈
さ
れ
て
い
に
、
｝
乙
に

ド十，ti子買が，；J；山山凶7ごとr立＇Cl札

現
十
人
の
丹
改
正
η4

業
で
は
、

｜
｜
石
の
注
邦
法
務
省
町
出
γ
止
決
定
心
泊
n
｜
｜
口
約
物
の
性
質
正
以
祉
を
引
一
J

だ
交
付

i:h、そ
I；、まL
t、壬：
A 
メ＇
,, E2
2
c
一
と
い
う
＋
人
一
口
か
一
体
、
り
れ
た
の
で
丸
山
つ

ι

茂
f
L
筒－
A
U
、
ヨ
ヨ
v
M
Z

げか

2
2
2
に
山
金
支
汽
れ
f
ハ
箇
所
だ
け

で
め
る
結
束
的

r
w仇
を
の
長
r
止
は
次
の
通
り
に
な
う
て
い
る
コ

第
四
、凶
で、問

刀＇＊＇

同 ぢア
巴 ノム
τι7子

ポ
こ
が
北
沢
士
官
告
で
黙
阿
忙
し
h

、
ソ
ん
は
I
的
物
心
M
l

皆、－
Y

与
AZh3rZJ
り
叩
京
へ

p
i
t－
3
一
引
き
戸
ん
日
行

冗
ム
は
、
改
吹
か
子
千
乙
き
れ
門
只
土
の
栓
刈
一
戸
ん
じ
白
h

r
し
す
る
ゾ
ん
は
制
限
会
乏
に
一
／
7
Fる
ん
引
自
が
土
山
田
川
ず
る
こ
こ

川
J

明

lfA」
k
b
い

（臥y、記、了J,., 13・1 11) 1'69ヨυOri.nJ 
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一
品
争
心
本
山

し
え
が
っ
て
、

何
一
川
い
四
条
が
右
心
連
邦
伝
務
担
心
鮮
明
に
叱
っ
て
解
剖
川
手
れ
て
い
た
山
、
べ

改
U
L

訟
の
実
務
へ
の
悪
影
現
門
は
な
か
ワ
た
れ
い
り
で
あ
り
、

一、叫午
J

〔
｝

M
F
H
V『

C
プ
ヨ
ご
＼

ι 
日川

で
あ
ゥ
ー
に

1
地、当」九小
llv

エ
ニ
ー
考
え
る
均
一
J

説
が
通
説
だ
っ
た
り
で
あ
り
、

そ
h
J
M札
r
本
己
、

ι

r

b

r

－
 

制
限
す
る
ん
出
品
は

似
に
再
改
止
が
な
か
J

人と
J
7
h
i
j

山
町
一
山
h

た
を
巡
る
論
争
は
h

相
川
象
山
内
出

みア）亡、

f米
副ド

一ベ）一回
h
F
J

二一冗」

を
引
き
受
け
に
以
は
こ
れ
1

七

工
、
日
ま
と
し
か
恥
償
支
伴
主
的
ハ
い
ま
持
／
ノ
」
と
い

切
川
川
効
だ
と
い
う
U
山
村
山
誌
は
少
数
誌
で
お
っ
I
f

に
過
き
と
v

Ji 

円
と
保
一
九
日
L
ま
す
し
r
い
う
保
伝
だ
刊
が
渋
る
た
め
、

反
対
説
に
よ
れ
ば
、

F
U
の
A
H
例
て
の

の
fh存
を
完
工
一
は
土
rkh
ず
る
一
一
乙
が
ご
き
ず
、
完
上
品
は
川
一
t

i

一川コ

川
一
；
刀
ユ
ー
ロ
全
績
に
つ
い
て
高
任
空
白
ハ
っ
た
の
で
あ
る

t

か
し
、
諸
説
の
中
に
本
次
の
よ
う
な
れ
一
岬
注
心
地
患
い
が
れ
打
ム
存
し
て
い
る
」
｜
｜
l

、
、
、
、
、

約
束
は

v
ら
れ
な
け
う
れ
ば
な
ム
な
い
こ
い
う
私
的
白
、
川
の

1守、
日ト第

iより
川市；）
ιli 
るは

毛｜
ぎ t
な じ二

、： 5
い i'/;
」均

い言

1拝見
干丈 ！？ギ
ーと の
あ j重

ド日
8l 
，，ヰ

長
G主

こ
れ
P
L
M
川、
72ξ
第
二
の
治
則
止
は
、
保
証
に
は

つ

お

リ

JrL？
〈
！
？
べ
〆

h

t
p
c
 

zvzrcLZ二
・
一
従
照
的
、
E
J
f
z
z
z
p
t
m）

の
栓
類
が
z
の
句
、
こ
の

ハ
」
ワ
コ
調
庄
土

保
証
に
の
足
直
直
川
条
刊
J
h辺
市
さ
、
れ
る
と
一
ザ
つ
乙
す
弓
わ
ち
、
独
立
的
保
一
札
に
お
レ
亡
は
モ
の
十
H
叩
を
光
、
半
h
H
Hヲが

4
 

制
限
し
て
よ
い
と
一
言
う
へ
こ
の
第

淀
川
鴨
川
以
す
に
つ
い
て
は
何
回
四
条
の
強
行
反
比
と
し
て
心
性
格
を
草
慢
す
る
山
て

第
一
心
諭
球
と
阜
八
九
己
令
っ
そ
う
し
て
、
市
山
心
意
の

hm叩
惜
の
場
ん
け
し
し
ん
υ
わ
廿
て
、

の
が
こ
の
υ前
一
の

（
山
口
氏
所
ゼ
あ
る

':lt 

約

川い
F
1条
は
一
貫
［
て
強
行
口
一
い
却
で
為
る
と
解
釈
で
き
る

、、

判
ナ
、
を
工
法
制
消
印
h
r
J
4
む
と
辛
か
れ
る
帰
結
に
対
L
て
、
終
小
簿
釈
と
い
う
訪
日
々
に
よ
っ
て
、
結
論
の
安
r

性
争
終
判
竹
1
1
条
文
の
五
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ょ
う
と
レ
う
の
が
｜
｜
直
列
決
議
告
も
採
二
｝
｜
｜
迂
説
で
あ
っ
た
乙
ご
れ
に
汁
し
亡
、
そ
の
よ
可
な
紘
小
併
釈
古
円
以
す

、、

る
よ
埋
時
釈
が
少
数
説
と
し
て
十
月
μ
治
し
て
い
た

三
ら
に
、
攻
か
↓
は
引
文
化
、
手
れ
た
通
一
世
の
巾
に
も

、
、
、
、
、
今
、
、

件
費
J

古川
1
4抗
じ
た
者
は
Z

C
責
任
を
角
一
う
と
い
う
な
的
自
治
の
原
川
町
一
吉
山
い
い
条
は
表
現
し
て
い
る
に
泊
ぎ
な
い
1
ぐ
い
う
品
川
巡
と
、
泳

、
、
、
、
、

四
凶
川
条
の
起
し
ー
に
強
行
伝
託
牲
を
一
主
視
す
る
一
指
却
で
J

め
る
前
者
が
多
数
説
で
と
の
る
し

つ
ジ
ム
調
庄
が
あ
る
〔
第
に

）
波
浪
托
一
一
日
川
汁
い
き
引

7
J
J
D
注
立
派
一
サ

J
L
P
E円
相
保
持
法
八
在
ニ
叫
円
J

川
向
ぺ

J円
イ
ソ
山
性
弘
此
一

V

J
、
て
党
同
位
さ
れ
た
k
長
買
収
実
務
け
お
け
る
決
的
安
定
性
心
除
J
ハ
乃
一
－
め
の
い
川
法
典
辻
ー
に
つ
い
て
」
怯
同
川
沢
一
号
一
／
U

J

h

N

－
μ

「
、
川
市
fh
こ
の
う
の
て
積
に
げ
泌
一
2
匂
？
仁
川
で
忠
り
、

FC
の
抗
出
向
な
山
一
ん
い
二
付
汀
加
J

」h
れ
る
事
柄
は
本
不
軒
、
屯
前
川
も
ノ
～
一
弘
一
ウ
だ
汁

一
一
げ
る
｝
十
J
れ
は
、
改
比
旦
伐
の
λ

一
｛
分
布
伏
況
に
つ
い
戸
本
店
異
な
る
印
～
【
？
を
た
ど
1
4
J
1
そ
わ
古
川
付
明
治
に
ハ
寸
こ
、
が
あ
る
〆

一行一｛）同一

ん

3
2
札
ば

引
い
杭
の
存
ヰ
ャ
正
義
て
は
な
し
か
／
〕
4
7
f
之
、
い
る
幻
、
で
が
、
が
一
通
一
巳
一
字
弘
託
」
一
中
も
説
」
乙

－J
一AIM
－
て
そ
の
日
急
心
追
い
ば

州
グ
イ
｝
肘
わ
ず

ド十，ti子買が，；J；山山凶7ごとr立＇Cl札

き
い
り
む
什

51じ
る
の
は
手
わ
に
め
で
あ
る

一jJ
1

犯
が
山
せ
ら
判
人
λ

堺
説
J

ル
ピ
念
頭
に
萱
い
て
ド
ノ
：
／
寸
γ
に
取
り
祁
J

一
一
一
い
る
の
に
刈
）
v
t

、
品
一
位
幼
校
長
山
山
、
叩
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